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練習の成果を熱演する参加者
　

北
部
公
民
館
は
11
月
８
・
９
日

（
土
・
日
）
第
22
回
北
部
公
民
館
文
化

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

作
品
展
や
芸
能
祭
な
ど
の
出
場
者
は
、

大
半
が
地
元
の
関
係
者
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、
「
北
部
公
民
館
の

文
化
祭
は
、
身
近
な
知
り
合
い
が
出
品

し
て
た
り
し
て
、
地
元
の
公
民
館
と
い

う
感
じ
が
好
き
で
す
」
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

あおぞら
　

高
社
山
に
３
回
雪
が
降
る
と

里
に
も
雪
が
降
る
。
と
小
さ
い

頃
か
ら
言
わ
れ
、
今
年
は
１
回

降
っ
た
ら
、
翌
日
に
は
里
に
も

雪
が
降
っ
た
。
雪
が
降
る
時
期

に
な
る
と
い
つ
も
思
う
こ
と
が

あ
る
。

　

日
本
は
四
季
の
あ
る
本
当
に
よ
い
国

で
あ
る
。
特
に
日
本
の
屋
根
と
い
わ
れ

る
長
野
県
は
面
白
い
と
思
う
。
な
ぜ
な

ら
、
北
信
の
県
境
は
全
国
で
も
有
数
の

豪
雪
地
帯
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
南
信
の

南
で
は
ほ
と
ん
ど
雪
は
降
ら
な
い
。

　

中
野
に
お
い
て
も
、
北
の
方
面
は
積

雪
が
１
ｍ
を
越
す
こ
と
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
南
は
日
当
た
り
が
よ
け
れ

ば
雪
が
降
っ
て
も
、
晴
れ
れ
ば
数
日
で

地
面
が
顔
を
出
す
場
所
も
あ
る
。
気
温

も
然
り
で
あ
る
。
ま
る
で
日
本
の
四
季
の

縮
図
を
地
元
で
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

地
球
温
暖
化
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
歳
（
40
代
）
に
な
っ
て
も
雪
が
降

る
と
「
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
降
ら
な
い
か

な
」
と
楽
し
み
に
な
る
。
そ
し
て
３
月

に
な
る
と
ま
た
、
春
を
感
じ
る
。
四
季

を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
育
ち

よ
か
っ
た
と
思
う
。

　

師
走
に
な
る
と
何
か
と
忙
し
い
。

「
忙
し
い
」
と
は
心
を
亡
く
す
と
書
く
。

20
年
ぐ
ら
い
前
に
、
誰
か
に
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
「
忙
し
い
と
き
こ
そ
、

忙
し
い
と
口
走
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
い
る
」
と
。

　

新
し
い
年
に
向
か
っ
て
、
時
に
流
さ

れ
な
い
よ
う
見
慣
れ
た
風
景
を
じ
っ
く

り
見
る
こ
と
も
大
切
な
の
か
な
と
思
う

師
走
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

（
Ｏ
）

１ 文化なかの /08.12

編
集
委
員
体
験
取
材

北
部
公
民
館

第
22
回
北
部
公
民
館
　

文
化
祭

地域文化の創造
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分
館
活
動
レ
ポ
ー
ト



２

編集委員の体験取材

　

日
和
分
館
は
10
月
26
日
に
第
４

回
日
和
区
文
化
祭
を
日
和
集
会
所

で
行
っ
た
。

　

午
前
中
は
バ
ザ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ

吹
き
矢
な
ど
。
特
に
、
指
導
員
を

招
い
て
の
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
は
初

め
て
の
試
み
と
の
こ
と
。
始
め
は

お
っ
か
な
び
っ
く
り
だ
っ
た
参
加

者
た
ち
も
「
や
み
つ
き
に
な
り
そ

う
」
「
も
う
1
回
や
り
た
い
」
と

白
熱
し
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

し
て
楽
し
ん
で
い
た
。

　

午
後
は
芸
能
祭
。
芸
達
者
た
ち

が
定
番
の
カ
ラ
オ
ケ
、
ギ
タ
ー
演

奏
に
踊
り
や
舞
い
、
沖
縄
民
謡
に

本
格
的
な
津
軽
三
味
線
な
ど
、
自

慢
の
芸
を
披
露
。
大
勢
の
区
民
の

皆
さ
ん
か
ら
拍
手
喝
采
を
浴
び
て

い
た
。

　

「
こ
う
い
う
機
会
が
な
け
れ
ば

一
生
見
る
こ
と
が
無
か
っ
た
と
思

い
ま
す
」
と
い
う
司
会
者
の
言
葉

に
、
思
わ
ず
同
感
！
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
た
。　
　
　

（
Ｔ
２
）

～
日
和
分
館
～

ふ
れ
あ
う
機
会
に

スポーツ吹き矢はやみつきになりそう芸達者たちの芸能祭

　

先
月
11
月
９
日
に
更
科
区
の
総

合
文
化
祭
が
公
民
館
の
産
業
部
と

家
政
部
の
共
催
で
行
わ
れ
た
。

　

10
時
か
ら
の
一
般
公
開
と
い
う

こ
と
で
、
９
時
頃
か
ら
大
根
、
白

菜
、
り
ん
ご
、
盆
栽
な
ど
な
ど
大

量
に
運
び
込
ま
れ
た
。
公
民
館
の

玄
関
前
に
は
、
２
名
の
青
年
が
包

丁
研
ぎ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
客

を
待
っ
て
い
た
。
中
に
入
る
と
い

い
香
り
が
し
て
い
て
、
一
本
50
円

で
「
お
で
ん
」
を
販
売
し
て
い
た
。

　

大
広
間
で
は
主
な
出
品
を
展
示

し
て
お
り
、
農
産
物
は
比
較
的
少

な
く
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
写
真
、

活
け
花
な
ど
趣
味
の
会
の
出
品
が

多
い
。
作
品
に
は
、
金
賞
、
銀
賞
、

銅
賞
、
区
長
賞
、
館
長
賞
な
ど
が

貼
ら
れ
て
い
た
。

　

一
通
り
見
学
し
終
え
た
ら
、
役

員
さ
ん
が
無
料
の
キ
ノ
コ
汁
の
サ

ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
。
参
加
者
は
、

温
か
い
キ
ノ
コ
汁
を
食
べ
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
、
笑
顔
で
帰

っ
て
い
っ
た
。

　

今
回
、
更
科
公
民
館
の
文
化
祭

に
参
加
し
て
み
て
、
「
公
民
館
は

集
う
場
所
」
で
あ
る
と
、
あ
ら
た

め
て
感
じ
た
。　
　
　
　

（
Ｕ
）

～
更
科
分
館
～

公
民
館
は
集
う
場
所

取れたて新鮮野菜と自慢の盆栽が出品された



３ 文化なかの /08.12
一生懸命についた餅

分館活動レポート
特 集

　

高
社
山
の
麓
、
赤
岩
公
民
館
の

総
合
文
化
祭
が
11
月
３
日
開
催
さ

れ
た
。

　

さ
つ
き
の
会
を
は
じ
め
と
し
て
、

お
花
の
会
、
俳
句
の
会
な
ど
に
よ

る
芸
術
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ

た
。
個
人
的
に
は
、
科
野
小
学
校

６
年
生
が
描
い
た
俳
句
と
絵
手
紙

が
融
合
し
た
作
品
が
目
を
引
い
た
。

写
真
に
あ
る
の
は
、
今
は
ト
ン
と

見
な
く
な
っ
た
、
わ
ら
馬
だ
。
昭

和
53
年
、
中
野
市
で
国
体
の
剣
道

競
技
が
行
わ
れ
た
と
き
、
選
手
と

役
員
に
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
た

の
が
、
こ
の
赤
岩
の
わ
ら
馬
だ
。

か
つ
て
は
各
地
で
盛
ん
に
作
ら
れ

て
い
た
、
わ
ら
細
工
。
ぜ
ひ
後
世

に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
仲
間

を
募
っ
て
い
る
と
の
と
。

　

夕
方
６
時
か
ら
は
、
芸
能
祭
。

民
謡
踊
り
の
会
、
大
正
琴
の
会
、

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
、
新
道
組
、
上

町
組
の
皆
さ
ん
に
よ
る
発
表
が
行

わ
れ
た
。
趣
味
か
芸
術
か
は
と
も

か
く
、
一
生
懸
命
演
じ
る
姿
に
あ

た
た
か
い
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。
ト

リ
を
飾
っ
た
の
は
謡
曲
の
会
に
よ

る
「
謡
」
、
演
題
は
「
柏
崎
」
だ
。

ふ
つ
う
、
謡（
う
た
い
）は
昔
の
言

葉
で
歌
わ
れ
、
詩
の
内
容
が
理
解

し
が
た
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を

演
劇
に
し
て
い
る
の
で
、
親
し
み

易
く
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
哀

愁
と
笑
い
を
誘
う
演
技
は
、
感
動

的
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
見
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。
（
え
）

～
赤
岩
分
館
～

一
生
懸
命
な
演
技

　

豊
田
地
区
穴
田
分
館
の
文
化
祭

が
、
秋
晴
れ
の
11
月
２
日
に
穴
田

公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

　

公
民
館
の
玄
関
を
入
る
と
大
輪

の
菊
が
迎
え
て
く
れ
た
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
絵
画
、
書
、

写
真
、
水
引
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
穴
田
の
方
の

多
彩
な
文
化
活
動
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

大
広
間
で
は
、
保
育
園
児
の
元

気
も
り
も
り
体
操
で
発
表
会
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
小
学
生
に
よ
る
ダ

ン
ス
や
寿
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

コ
ー
ラ
ス
も
続
き
、
会
場
か
ら
は

ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も
か
か
る
ほ
ど

盛
り
上
が
っ
た
。
ま
た
、
特
別
参

加
と
し
て
長
野
市
か
ら
豊
野
マ
ジ

ッ
ク
愛
好
会
７
名
の
方
に
も
来
て

い
た
だ
き
、
華
麗
な
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
彩
り
を
添
え

て
い
た
。

　

公
民
館
前
の
広
場
で
は
、
お
で

ん
や
肉
ま
ん
な
ど
の
販
売
も
あ
り
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
文

化
祭
の
最
後
は
餅
つ
き
で
す
。
小

学
生
も
一
生
懸
命
餅
つ
き
を
し
、

つ
き
た
て
の
熱
々
の
お
餅
を
み
ん

な
で
楽
し
く
味
わ
っ
て
い
た
。
穴

田
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
集
い
と
な

っ
た
文
化
祭
だ
っ
た
。
（
ら
）

～
穴
田
分
館
～

温
か
い
文
化
祭

熱心な演奏

ぜひ後世に受け継いでいきたい「わら馬」



４

　

岩
井
の
現
村
落
は
、
千
曲
川

右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
し

て
い
る
が
、
も
と
か
ら
こ
こ
に

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
東
方

の
字
月
岡
に
隣
接
す
る

山
麓
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

鳴
沢
山
な
ど
の
岩
間
か
ら

涌
き
出
る
水
が
流
れ
く
だ

っ
て
い
た
の
で
こ
の
地
を

岩
井
（
祝
）
と
い
っ
た
。

岩
井
村
は
岩
井
地
名
に
ち
な
ん

だ
村
名
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
山
麓
の
西
方
に
は

上
土
浮
、
中
土
浮
、
下
土
浮
な

ど
の
地
名
が
帯
状
に
つ
ら
な
っ

て
い
る
。
先
学
は
千
曲
川
が
か

つ
て
こ
こ
を
流
れ
て
い
た
た
め
と

い
う
。
そ
の
後
、
千
曲
川
は
流
路

を
か
え
て
、
北
へ
直
線
的
に
流
れ

る
よ
う
に
な
り
、
右
岸
に
自
然
堤

防
を
形
成
す
る
。

　

い
つ
の
頃
か
、
月
岡
界
隈
の
人

達
は
、
こ
こ
に
移
り
住
む
。
文
書

に
み
え
る
こ
の
岩
井
村
の
初
見
は

天
文
21
年
（
一
五
五
二
）
で
あ
る
。

そ
の
後
こ
の
岩
井
か
ら
わ
か
れ
て
、

東
岩
井
が
開
発
さ
れ
、
分
立
す
る
。

そ
れ
は
元
和
２
年
（
一
六
一
六
）

と
も
慶
安
５
年
（
一
六
五
二
）
と

も
い
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、

岩
井
村
の
成
立
以
後
で
あ
る
。
こ

の
東
岩
井
は
岩
井
の
旧
地
で
あ
る
、

月
岡
近
く
な
の
で
、
東
岩
井
こ
そ

古
い
の
だ
と
い
わ
れ
も
す
る
が
、

前
述
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
岩

井
こ
そ
本
村
だ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　

ち
な
み
に
飯
山
城
将
を
つ

と
め
、
米
沢
で
も
上
杉
家
中
に

あ
っ
て
重
き
を
な
し
た
岩
井

氏
は
そ
れ
以
前
に
一
時
岩
井
を
領

し
、
字
月
岡
に
館
を
構
え
て
い
た
。

岩
井
の
地
名
を
と
っ
て
、
氏
名
と

し
た
ほ
ど
に
、
岩
井
と
は
縁
が
深
く

忘
却
で
き
な
い
武
将
で
あ
る
。

（
田
中　
毅
）

　

岩
井
地
区
は
、
飯
山
市
堺
に

位
置
し
て
い
る
中
野
市
北
部
の

地
域
で
あ
り
、
世
帯
数
91
戸
の

区
の
中
で
分
館
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
事
業
は
、
区

民
は
も
と
よ
り
、
児
童
会
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
老
人
ク
ラ
ブ
に
呼
び
か

け
「
三
世
代
交
流
花
火
大
会
」

を
８
月
に
開
催
、
30
数
名
の
参

加
を
得
、
夏
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
毎
年
実
施
し
て
い

る
「
人
権
教
育
懇
談
会
」
に
は
20

数
名
出
席
の
中
で
、
男
性
・
女
性

の
仕
事
と
役
割
か
ら
家
庭

内
の
協
力
性
な
ど
、
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
倭
地
区
分
館
協

議
会
の
最
大
事
業
「
や
ま

と
大
海
水
浴
」
に
、
岩
井

分
館
も
参
加
し
海
水
浴
の

ほ
か
、
ス
イ
カ
割
り
、
宝

探
し
、
最
近
問
題
と
な
っ

て
い
る
「
食
育
の
お
話
」
な
ど
が

あ
り
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

（
分
館
長　

山
田
敏
郎
）

岩 井 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

岩
井
の
村
落
移
動

編
集
委
員

　
だ
よ
り

～盛況だった「やまと海水浴」～

　

11
月
14
日
に
野
沢
温
泉
村
で

開
か
れ
た
中
高
社
会
教
育
研
究

大
会
へ
出
席
し
ま
し
た
。

　

中
野
市
、
山
ノ
内
町
、
木
島

平
村
、
野
沢
温
泉
村
の
各
団
体

が
教
育
や
地
域
づ
く
り
な
ど
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し
、
私
も

「
ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ
」
の

一
員
と
し
て
経
験
談
や
意
見
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

編
集
委
員

　
だ
よ
り

　

各
団
体
の
活
動
内
容
は
様
々

で
す
が
、
共
通
の
課
題
は
▽
参

加
者
数
▽
団
体
の
後
継
者
、
若

者
の
参
加
▽
金
銭
面
な
ど
。
悩

み
は
ど
こ
の
団
体
も
同
じ
よ
う

で
し
た
。

　

解
決
の
た
め
の
妙
案
が
簡
単

に
見
つ
か
る
わ
け
で
は
な
い
で

す
が
、
中
野
市
に
限
ら
ず
、
少

し
広
い
範
囲
で
情
報
収
集
す
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

市
町
村
や
ジ
ャ
ン
ル
と
表
面

的
な
違
い
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
成

功
例
に
学
び
、
共
通
の
課
題
を

照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

別
の
機
会
で
聞
い
た
話
で
す

が
、
逆
に
最
悪
は
、
自
己
中
心

的
で
い
つ
で
も
「
私
は
や
っ
て

る
、
あ
な
た
に
原
因
が
あ
る
」

で
他
人
を
批
判
し
自
分
を
省
み

な
い
。
外
部
か
ら
の
情
報
を
立

ち
切
り
、
意
志
疎
通
も
図
ら
な

い
…
。
私
も
耳
が
い
た
い
話
だ

と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

人
と
会
い
話
す
こ
と
、
こ
れ

ほ
ど
自
分
の
た
め
に
な
り
楽
し

い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
連
携
」
も
、
お
互
い
の
情
報

交
換
と
意
志
疎
通
か
ら
。
外
に

は
楽
し
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
よ

う
に
も
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　

編
集
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

苅
和
武
史

熱
心
に
課
題
を
検
討
す
る
参
加
者



中
央
公
民
館

講座名 日　時 場 所 講　師 備　　考

西
部
公
民
館

新年“ちからもち”
　　　　書初め会

１/ ６㈫
 10：00 ～ 15：00 西部公民館  町井秀治さん

＜定員＞30名
＜対象＞小・中学生
＜受講料＞餅代 100 円
＜持ち物＞書道用具、
　　　　　書初め用習字紙、
　　　　　箸、お椀
＜申込み＞12月16日㈫から

ものづくり教室
１/10 ㈯
 10：00 ～ 12：00 西部公民館  原　楫さん

＜定員＞20名
＜受講料＞材料費 300 円
＜持ち物＞三角巾、エプロン
＜申込み＞12月16日㈫から

豊
田
公
民
館

ものづくり １/10 ㈯
 10：00 ～ 12：00

もみじ荘

 信州中野
 ふるさと
 交流団
 のみなさん

＜定員＞20名
＜受講料＞材料費 100 円
＜持ち物＞はさみ、お盆、
　　　　　エプロン
＜申込み＞12月26日㈮まで

５ 文化なかの /08.12

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

新春のつどい

展　　示 墨雲会・小筆の会の 書　 道　 展中央公民館　展示コーナー

　新年のご挨拶は豊田文化センターでどうぞ。
　勇壮なふるさと太鼓の演奏をお楽しみください。～あったかーいとん汁をどうぞ～

日　時　１月２日（金）10：45 ～ 11：30　※新春走り初め大会終了後から始めます
場　所　豊田文化センター　駐車場



　　　公民館報『文化なかの』特集：編集委員の体験取材！・分館活動レポート

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

イチョウ /北公園（月岡尚雄）

季節のコラム

花と季節の写真
募　  集

　

文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

　

宛
先
は
中
央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民
館

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

☎
２
２
・
２
６
９
１
（
有
線
２
０
６
９
１
）

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

ドングリ /一本木（月岡尚雄）

紅白 /文化公園・創造館付近（メタ坊）

七五三 /（BUSI）

　

わ
が
国
で
は
、
先
ご
ろ
新
内
閣

が
組
閣
さ
れ
、
米
国
で
は
次
期
大

統
領
が
選
出
さ
れ
た
。
中
野
市
で

も
任
期
を
残
し
て
の
故
青
木
市
長

に
代
っ
て
小
田
切
市
長
が
誕
生
し

た
。

　

季
節
の
上
で
は
締
め
く
く
り
の

時
期
で
も
あ
り
混
沌
と
し
た
世
の

な
か
で
は
あ
る
が
、
明
日
へ
向
っ

て
「
さ
あ
、
や
ろ
う
！
」
の
風
が

吹
き
始
め
た
よ
う
だ
。

　

明
る
い
展
望
が
開
け
る
新
年
を

迎
え
た
い
。


